
一般質問一般質問
議長及び監査委員は、その職務の性質上、一般質問を行っていません。

● 二次元コード	 市議会ホームページ上の各議員の質問動画へアクセスできます。
● マーカー部分	 用語解説や写真・イラストを掲載しています。

日本非核宣言自治体協議会　1984年に広島
県府中町で設立された協議会。現在および将
来の国民のために世界恒久平和の実現に寄与
することが自治体の使命であるとして、宣言
自治体が手を結びあい、核兵器の廃絶と恒久
平和の実現を世界の自治体に呼びかけ、その
輪を広げるために努力することを設立の趣旨
としている。全国の300を超える自治体で組
織され、さまざまな平和事業等を通して設立
の趣旨の実現のために活動している。

一般質問項目　①火薬庫について　②米軍等の性暴力事件について　③女
性支援新法や庁内における女性の対応、「アイム」でのカウンセリング等
について　④非正規職員（会計年度任用職員）と就労支援について

永元　香子（日本共産党）

困難な問題を抱える女性の支援
新法に基づく市の取り組みは

　　現在、女性相談は増加し、令和
５年度に全国で過去最高の20万件
以上となっているのに対し、一時保
護は減少傾向にあります。全体とし
て暴力被害が増加傾向にあるにもか
かわらず、女性自立支援施設の定員
充足率の減少は止まらず、令和５年
度は定員1,128名に対し、入居者は
255名と定員充足率は22.6％となっ
ています。このような現状の中、女
性支援新法が成立してから１年半、
市の取り組みや新たに強化した面等
をお示しください。

問 　　本市では、法律の趣旨にのっと
り、適切な支援体制を構築するため、
立川市第８次男女平等参画推進計画
を女性支援新法に基づく市町村計画
として位置づけ、支援に必要な施策
に取り組んでいます。新たな取り組
みとして、外部関係機関や庁内関係
部署と連携するための支援調整会議
の設置や女性相談支援員のスキル向
上研修を実施しているほか、今後
ホームページに専用ページを作成し、
支援内容や相談窓口の情報を掲載す
るなど取り組みを進めていきます。

答答答

一般質問項目　①ＪＲ立川駅南口の環境改善について　②立川市福祉会館
について　③砂川学習館について　④鳥獣被害対策について　⑤地域福祉
アンテナショップについて

頭山　太郎（安進会）

東京にも生息する熊への対策
本市の影響、対策等の周知を

　　東北地方を中心とした熊の出
没、人的被害については都でも注意
喚起しており、主に圏央道より西の
地域で目撃されています。熊対策に
ついて、青梅線、五日市線の起点で
もある交通結節点としての本市の立
場から考えを伺います。長野県大町
市との交流事業や山梨県北杜市の
八ヶ岳山荘の利用等の本市の事業へ
の影響や対策はどうなっています
か。また、市民が熊よけのスプレー
を購入した場合、本市での廃棄方法
はどのようになっていますか。

問 　　熊対策に関しては、令和７年
11月に多摩26市で組織された東京
都市環境・公害事務連絡協議会が開
催され、意見交換を行いました。今
後も情報共有を図ります。大町市と
の交流事業は事前の情報確認、現地
での安全指導等、参加者の安全を最
優先して実施しています。八ヶ岳山
荘がある地区での熊の目撃情報はあ
りませんが、引き続き北杜市や近接
の長野県の情報を注視し、対策して
いきます。熊よけスプレーの廃棄方
法は通常のスプレー缶と同じです。

答答答

一般質問項目　①居住支援の取り組みについて　②空家の活用について　
③「多文化共生都市宣言」に基づく支え合いをすすめよう！　④失語症支
援について

あべ　みさ（立憲ネット緑たちかわ）

失語症向けの意思疎通支援
支援者派遣制度を創設すべき

　　立川市第７次障害者計画には
「失語症向け意思疎通支援者の養成
や利用促進が求められている」とあ
ります。都の失語症者向け意思疎通
支援者養成講習会を修了した方は、
立川市に何人いますか。都の失語症
サロンを見学した際に、医師へ質問
ができないため病院への同行支援が
必要だという市民の方がいました。
意思疎通支援者を個人や団体に派遣
する自治体も都内に複数あり、本市
でも支援者派遣制度を創設すべきで
す。市の見解を伺います。

問 　　都の講習会を修了した方は、本
市に２名いると聞いています。失語
症は、外見からは分かりにくく、コ
ミュニケーションの誤解が生じやす
いことから、周囲の理解と適切な支
援が重要であると考えています。移
動時の同行支援については、他自治
体で取り組みがあることを承知して
おり、その状況を注視していきたい
と考えています。失語症向けの意思
疎通支援派遣促進事業は、現在、都
において実施しており、そちらを案
内しています。

答答答

一般質問項目　①市長の在任２年の総括と、後半任期について　②身寄り
のない高齢者に寄り添った支援を　③不登校児童、生徒にどう向き合って
いくか

伊藤　幸秀（公明党）

身寄りのない高齢者への支援
安心して生活できる仕組みを

　　我孫子市が委託により行ってい
るあんしん生活支援事業は、遠方等
の事情により、現実的に頼れる親族
がいない方も身寄りのない方と捉え
て支援しています。初めに終末期医
療の確認を行い、その他入院・入所
時の手続きや入院セットの準備、家
の戸締りやごみ処理等をあんしん
サービスとして行っています。本市
でも身寄りのない方、日常生活に
困っている方に対し、このような支
援を検討してほしいと考えますが、
市の現況と見解を伺います。

問 　　現在、地域支え合いネットワー
ク事業等により地域包括支援セン
ターを中心として、身寄りのない方、
高齢者へ寄り添った支援に努めてい
ます。また、認知機能の低下により
日常生活に支障がある高齢者に対し
て、金銭管理・意思決定支援事業を
検討しています。本事業を、成年後
見制度、日常生活自立支援事業に続
く第３の権利擁護支援事業として位
置づけ、令和６年度から国のモデル
事業に参加し、モデルケースを通じ
て検証しているところです。

答答答

一般質問項目　①競輪事業の将来像　②おひとりさま支援について　③在
宅介護体制の維持に向けて

わたなべ　忠司（立憲ネット緑たちかわ）

持続可能な地域福祉の実現へ
小規模介護事業者の雇用支援を

　　地域の人々を支える小規模な在
宅介護事業所の経営基盤の脆弱さが
課題となっています。利用者の生活
を支える訪問介護員、ヘルパーの雇
用維持は、地域の介護体制の持続性
に直結する重要なテーマです。しか
し、利用者の入院等で一時的にサー
ビス利用が失われると、ヘルパーの
雇用維持が困難となり、結果として
退院後の介護再開に支障を来す事態
が懸念されます。こうした事態を防
ぐためにも、市として補助制度の検
討を進めるべきと考えます。

問 　　訪問介護員、ヘルパーは高齢者
等が住み慣れた地域でその人らしい
生活を送るための重要な担い手であ
り、小規模事業者におけるヘルパー
の雇用維持は大きな課題だと認識し
ています。ヘルパーの雇用に支障を
来すと、地域の介護基盤の脆弱化、
介護難民の増加につながるおそれが
あるため、介護保険法や障害者総合
支援法に基づく訪問介護や居宅介護
においては課題を整理しながら、事
業の継続性確保に資する支援を検討
していきたいと考えています。

答答答

一般質問項目　①行財政問題について　②平和行政について　③まちづく
りについて

浅川　修一（日本共産党）

核兵器廃絶の実現を目指して
非核三原則堅持と協議会参加を

　　本市はこれまで、平和都市宣言
で非核三原則を遵守し、核兵器のな
い世界を目指すとしており、青木元
市長、清水前市長も議会でこのよう
に答弁されてきました。国是である
非核三原則の堅持について、改めて
市長の見解を伺います。また、非核
都市宣言を行った自治体が設立した
日本非核平和宣言自治体協議会には
多摩地域の12市が加入しています。
本市も核兵器廃絶平和都市宣言を
行った際に協議会へ参加していただ
きたいと思いますが、市の考えは。

問 　　本市は平和都市宣言を行い、再
び戦争の惨禍を繰り返さないことを
誓い、非核三原則を遵守し、あらゆ
る戦争の防止と核兵器のない世界平
和を実現することを目指し、平和首
長会議と連携しながら取り組みを進
めています。唯一の被爆国である日
本においては、非核三原則は堅持し
ていくものと認識しています。日本
非核平和都市宣言自治体協議会への
参加については、今後核兵器廃絶に
関する宣言を行った場合には、速や
かに加盟することとしています。

答答答
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